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日時: 7月31日(日)

場所:日大二高グラウンド

協力審判員:杉並区中学生軟式野球連盟

商品提供:朝日新聞社西荻窪・荻窪

株式会社コムウ工ル

晴天のもと恒例の荻窪地区少年野球大会を開催し

ました。今年は第40回記念大会ということで各チー

ムとも優勝を狙うべく活気あノミ\れるプレーが見られ

ました。中でも低学年の部決勝では逆転に次ぐ逆転

で一生懸命プレーする姿がとても感動的でした。

また、昨年二月にお亡くなりになった荻窪青少年

育成委員会会長の藤原哲太郎氏を偲び、生前親交の

あった株式会社コムウェル様より「藤原哲太郎杯」

として優勝トロフィーを協賛いただきました。

長年この荻窪少年野球大会を通じて青少年の健全

育成にご尽力された藤原哲太郎氏の名前を末永く継

承し、小学生高学年の部の優勝トロフィーとして贈

呈されることとなりました。



子とも会 (科学あそび工作会)

日時: 11月27日(日)・12月4日(日)

場所:荻窪地域区民センター2F発て・第2集会室

参舶児墓: 121名

講師:坂本真由美先生『マジックボックス』

サイコロ型の小さな箱を八個作り、それをつなぎ合わせて

くるくる廻るマジックボックスを作りました。サイコロは

3センチ四方でしたが 早くできたので2センチに挑戦す

る子ども達も多くいました。なかには1センチにチャレン

ジした子も!つなぎ合わせ方が少し複雑でしたが子ども達

は意外にすんなり覚えていました。

看委員研修会諾

因た易国璽

12月7日(水)

見学 キューピー仙川工場

懇親会 銀座アスター吉祥寺店

参加者: 24名

仙川のマヨテラスの見学に行きました。マヨネーズにまつ

わる様々な情報やトピックを体験しながら楽しく学び、

ショッピングではキューピーをモチーフとしたオリジナル

グッズ等を購入しました。

ーおもしろえんにち
日時: 10月15日(土)

場所:桃井第二小学校体育館ほか

朝から好天に恵まれ、例年

通り神官のスケート教室が

行われました。児童数120

名余、 PTAも多数参加さ

れ、指導員の先生10名が

心のこもった指導をさ

れました。前半は手す

りを放せない児童も多

く見られましたが 後半

は自信を持って滑る様子

がとてもほほえましく

子ども達の笑顔が輝いて

いました。スケート連盟

の先生のお話は来年につ

ながる良いお話でした。
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前日までは雨模様の神明祭。今年もやきもきしましたが
当日は快晴!給食室の工事で校庭が部分的にしか使用でき
なかったので、今年度はお店の配置を-工夫。初参加のク
ラブやお店があり、生徒達は小学校のP丁Aのご協力のもと
さまざまにチャレンジしていました。

開始直前までの雨も上がり、 1,090人(スタッフを含む)

の参加者で今年度のあそび市も盛況でした。 「松漢ふれあ
いの泰子の、新しいコーナーも増えました。生徒会による
お化け屋敷が人気を博し長蛇の列が途切れませんでした。
第2部は 真剣に演奏する吹奏楽部の部員の姿に地域の方や
小学生たちの熱い視線が注ぎました。来年度もさらに笑顔

看ラジオ体操
荻窪高校会場7月21日(木)-7月30日(土)

参加人数: 1日平均351名 9日間3,164名

桃二小の校舎改築に伴い、荻窪高校の校庭をお借りして
実施しました。桃友会の方々が会場までの道案内やバス
通りでの安全を見守り、カードのチェックを町会の方々

;と一緒にし、賞品の用意と配布をして、今年度も昨年同
様の楽しい朝のひとときとなりました。

天祖神社会場 7月23日(土)へ7月31(日)

参加人数: 1日平均230名 9日間2,066名

境内の清々しい空気のなか、大勢の参加者が集まり今年
度も和気あいあいの楽しい会となりました。 I恒例の講話

も今年度は4回行い、地域の防犯意識や地元の施設の取
り組みなどを知る良い機会となりました。
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日時:9月11日(日)

場所:荻窪地域区民センター2F調理室

参加児童: 60名

講師:小俣敏枝先生

メニュー

○キムチの炊き込みごは

○煮豚の野菜まき

○わかめスープ

○水ようかん

漢子とも料理教室



会の冒頭に水野珠実新会長

の紹介があり、 28年度事業・

会計報告と今年度の事業計

画・予算案・新役員の承認が

行われました。

藤原哲太郎氏の遺志を継ぎ

今年度も子ども達の健やかな

成長を応援していきます。

昨年度末に急遽、会長のお

役をいただいた私は重圧に戸

惑う日々でした。しかし事業

を行うごとに皆様の温かいお

気持ちに触れ、私らしく気負

わずに前進していこうと思う

ようになりました。

住みやすい索散な街、荻窪

地区で青少年の健全育成をお

手伝いしていく所存です。ど

うぞ宜しくお願いします。

☆水野珠美


